
平成２９年１２月２２日号
豊田中学校 第２学年だより
発行責任者 石川収一

明日から１３日間の冬休みに入ります。冬休みでは、ゆっく
り休養をとり、元旦に新たな気持ちで「誓い」を立て、しっか
り１１日(木)のテストに備えて欲しいと思います。２０１８年
は「受検への準備の年」になります。１年かけて自分自身が納
得のできる準備をしましょう。良い新年をお迎えください。

１月５日の日程
通常と同じように登校 ＜持ち物＞
朝の会 ８：１５～ ８：２２ □通信票 □筆記用具
始業式 ８：３０～ ９：００ □上ぐつ □ぞうきん
大掃除 ９：１５～ ９：３２ □あゆみ(予定帳)
学活① ９：４０～１０：３０ □防災ずきん
学活② １０：４０～ （１１：１５） □冬休みの計画表
帰りの会 （１１：１５）～１１：３０ □体育館シューズ
完全下校 １１：４５ □朝読書用の本
※１月９日(火)は弁当持参
※部活動は１月９日(火)より実施 ※給食は１月１０日(水)より実施

＜課題＞ ※終わったら□にチェックをする。１月５日(金)提出
必修…□入試対策問題集(※計画表に示されている範囲)

□国語(漢字練習ノートＰ１６～１９、Ｐ２４～２７) □数学(復習ノート１２月から１５ページ以上)
□理科(理科の学習Ｐ８５までと対策プリントの丸付け) □英語(ライティング８ページ以上、プリントの文)
□美術(修学旅行美美っとレポート) □志(立志の作文の下書き)

希望…□書き初め □家庭(おせち料理・雑煮に挑戦)

今年も年が明けるとすぐに、県学力診断調査があります。
年に一回(一・二年では)行われる県下一斉の実力テストです。一年
後の受検に向け、自分の現在の学力を知り、これからの勉強
のポイントをつかむのに最適です。この冬休みに、ワークや
受検用の問題集などを利用し、しっかり復習をしてテストに
臨みたいものです。尚、このテストでは、お知らせするのは
得点のみで、平均点等は出しません。

テスト範囲
＜国語＞ 漢字の読み書き、文学的文章の読解、説明的文章の読解、

古典に関するもの、作文に関するもの、
ことばのきまり(２年１２月までの学習内容) ※放送による聞き取り問題を含む

＜社会＞ 「地理」…Ｐ.２２６まで（中部地方まで）
「歴史」…Ｐ.１４０まで（江戸時代四大改革まで）

＜数学＞ 教科書 …Ｐ.１３７まで（４章図形の性質の調べ方まで）

＜理科＞ 教科書 …Ｐ.１５３まで（単元２動物の生活と生物の変遷まで）

＜英語＞ 教科書 …Ｐ.９１まで（Lesson７の前まで）
※放送による聞き取り問題を含む



自分や学級・学年を見つめ直した２学期
（２－４内藤華乃さんの「２学期の反省」より）

私はこの２学期、自分自身や学級、学年の在り方を見つ

める機会をたくさん得ました。

９月に行われた体育大会では、学級の絆について考える

ことができました。私たちの２年４組は、決して運動が得

意なクラスとは言えません。各種目の練習など頑張っては

いたものの、上位入賞を果たすことができませんでした。

その中でも、他のクラスに負けていなかったと胸を張れる

ことがありました。それは、体育大会当日、全員が笑顔で

とても温かな雰囲気に包まれていたことです。誰か失敗を

してしまった人がいても、みんなで声を掛け合い、勝利に対しては、喜び合う

ことができました。また、他学年の４組の取り組みにも大きな声援を掛けるこ

とができました。互いの頑張りを認め、支え合うことができたことに大きな喜

びを感じました。

１１月に行われた合唱コンクールでは、「団結・笑顔・達成感」という目標を

立て、練習を行いました。途中、いろいろなトラブルがあったことも確かです

が、互いに声を掛け合い、数多くの練習を積んだことで、一体感のある「時の

旅人」を完成させることができたのだと思います。この２つの行事を通し、団

結力の大切さを改めて感じると共に、多くの笑顔や達成感を得ることができま

した。

しかし、私たちには、まだ課題が山積みです。例えば、「嫌なことから逃げて

しまう」ということです。現在、授業ごとの黙想がきちんとできていません。

人の話を聞くことも苦手です。授業など学習に対する取り組みもまだまだだと

感じます。豊中グランプリでも２年生が上位に入ることが少ないのも残念で

す。

私たちは、もっと頑張れる集団だと思います。だからこそ、嫌なことから逃

げず、粘り強く物事に取り組んでいきたいです。

先日行われた「先輩授業」では、３年生のみなさんのこころざしについて話

を聞き、自分の現在のこころざしについて、より深く考えることができまし

た。こころざしについて熱く語る３年生の表情はとても輝いて見えて、私もこ

んな風にこころざしを語れるようになりたいと思うのと同時に、自分もこのよ

うな３年生になれるのかと不安な気持ちにもなりました。私は、３年生の先輩

がおっしゃった「失敗をしない人よりも失敗を重ねた人の方が上へ行けるんじ

ゃないか」という言葉に勇気をもらい、とても心に残りました。

私も、日々いろいろな失敗を重ねています。たとえ失敗しても、始めから逃

げてしまったときより、自分が信じて決断して行っ

た末に失敗したときは、納得もできるし、学ぶことが多

い気がします。

あと３か月あまりで私たちは３年生になります。３年

生の先輩方に安心して卒業式を迎えてもらうため、下級

生に頼られる最上級生になるため、もっと成長していけ

るように失敗を重ねながらも、その失敗に学び、向上で

きるように頑張りたいです。


